
再発見！再発見！27群馬の魅力 群馬の魅力 ぐ
んまちゃんの

　群馬県は日照時間が長く、昼夜の気温差が大きいため、甘くておい
しいリンゴの生産が盛んで、その生産量は関東一です。
　あかぎ、陽光、スリムレッドなど多くの本県オリジナル品種が栽培
されていて、県の登録品種数は全国で３位を誇るリンゴの名産地です。
　特に「幻の黄色いリンゴ」といわれるぐんま名月は、蜜が多くて、
甘みが強く、酸味が少ないため人気が高いのですが、収穫量が限られ
ているため、予約販売だけで売り切れてしまうこともあります。
　またほとんどの県産リンゴは県内のスーパーなどで見掛けません。
おいしくなるまで木で熟成した新鮮なリンゴを、生産者が直接消費者
に販売する直販スタイルが主
流のため、市場にはほとんど
出回らないのです。これは、
他県の産地にはない本県なら
ではの特徴です。
　産地でしか味わえないもぎ
たてのリンゴの香りや果汁の
ジューシーさは格別です。
　この秋、ぐんまのリンゴを
味わいに出掛けてみてはいか
がでしょうか。

産地で味わうおいしいリンゴ

  県庁広報課（☎027-897-2695　　 027-243-3600）FAX問

リンゴ狩りを楽しむぐんまちゃん

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

「
歌
人
吉よ

し

野の

秀ひ
で

雄お

没
後
50
年
記

念
『
ひ
と
す
じ
に
真
実
を
、
ひ

と
す
じ
に
命
を
　
―
吉
野
秀
雄
・

中な
か

野の

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

往
復
書
簡
―
』
」
＊

会
期
　

10
月
７
日
㈯
～
12
月
10
日
㈰

※
火
曜
日
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容
　
歌
人
・
吉
野
秀
雄
は
高
崎
市
新
町

（
現
在
の
あ
ら
町
）
に
生
ま
れ
、
富
岡
市
・

高
崎
市
で
育
ち
ま
し
た
。
友
人
の
中
野
幸

一
郎
と
の
往
復
書
簡
を
中
心
に
、
歌
人
と

し
て
独
り
立
ち
す
る
ま
で
の
軌
跡
を
紹
介

し
ま
す

関
連
行
事

【
記
念
講
演
会
】

○
日
程
・
演
題
・
講
師

・
11
月
３
日
㈮
　
吉
野
秀
雄
　
熱
情
の
詩

学
　
若わ

か

松ま
つ

英え
い

輔す
け

（
批
評
家
）

・
23
日
㈭
　
人
間
・
自
然
・
い
の
ち
　
―

吉
野
秀
雄
の
歌
　
来き

嶋じ
ま

靖や
す

生お

（
歌
人
）

○
時
間
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
定
員
　
各
１
５
０
人
（
先
着
順
）

○
費
用
　
無
料

○
申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
前
に

来
館

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
自
動
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
第
６
駐
車

場
（
前
橋
市
岩
神
町
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３
　

　
０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

日
本
絹
の
里
企
画
展
「
ち
り
め

ん
創
作
人
形
展
　
～
秋あ

き

彩い
ろ

歳さ
い

時じ

記き

～
」
＊

会
期
　

10
月
21
日
㈯
～
12
月
11
日
㈪

※
火
曜
日
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
　
県
立
日
本
絹
の
里
（
高
崎
市
金
古
町
）

内
容
　
ち
り
め
ん
な
ど
の
絹
を
素
材
に
使

い
、
昔
の
日
常
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

人
形
を
制
作
し
て
い
る
高
崎
市
在
住
の
作

家
・
竹た

け

本も
と

京き
ょ
う

の
作
品
を
中
心
と
し
た
展
覧

会
で
す
。

　
「
秋
の
彩
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
作

の
人
形
な
ど
を
中
心
に
、
季
節
感
あ
ふ
れ

る
人
形
や
細
工
物
を
展
示
し
ま
す

関
連
行
事

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

○
日
程
・
時
間

・
10
月
21
日
　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

・
11
月
19
日
㈰
　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

○
内
容
　
作
家
が
展
示
作
品
や
制
作
技
法

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

○
講
師
　
竹
本
京
（
人
形
作
家
）

問FAX

竹本　京「旬の香り」

１
時
～
１
時
40
分
、
３
時
～
３
時
40
分

・
費
用
　
無
料

・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

観
覧
料
　
無
料

　
　
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
２
３
４
６
　

　
０
２
７
・
２
２
１
・
１
６
２
８

館
林
美
術
館
企
画
展
示
関
連
事

業
「
鹿か

島し
ま

茂し
げ
る

記
念
講
演
会
『
フ

ラ
ン
ス
の
絵
本
』」

期
日
　

10
月
29
日
㈰

時
間
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
県
立
館
林
美
術
館
（
館
林
市
日
向
町
）

内
容
　
フ
ラ
ン
ス
絵
本
の
世
界
に
つ
い
て
、

問FAX

安中市石井家文書「上野国図」県立文書館蔵

作
品
に
挿
絵
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

や
絵
本
の
編
集
者
、
出
版
文
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
話
し
ま
す

講
師
　
鹿
島
茂
（
明
治
大
学
国
際
日
本
学

部
教
授
）

定
員
　
１
３
０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　

10
月
13
日
㈮
消
印
有
効

申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
。
往
信
面

に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
、
返
信
面
に
代
表
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

　
・
　
　
県
立
館
林
美
術
館
（
〒
３
７
４

―
０
０
７
６
　
館
林
市
日
向
町
２
０
０
３

　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８
　
　

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８
）
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申

問

FAX

・
日
程
　

10
月
７
日
、
11
月
12
日
㈰
、
12

月
２
日
㈯

・
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
内
容
　
展
示
資
料
に
つ
い
て
、
当
館
職

員
が
解
説
し
ま
す

・
費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

観
覧
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

　
・
　
　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２

１
　
　
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

自
然
史
博
物
館
企
画
展
「
ぐ
ん

ま
の
景
観
が
こ
ん
な
に
も
素
晴

ら
し
い
５
つ
の
理
由
」
＊

会
期
　

10
月
７
日
㈯
～
12
月
３
日
㈰

※
月
曜
日
（
10
月
９
日
を
除
く
）
、
10
月

10
日
㈫
は
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容
　
「
つ
く
」
「
も
る
」
「
け
ず
る
」

「
た
ま
る
」
「
い
ろ
ど
る
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
本
県
の
美
し
い
景
観
を
映
像
・
画

像
や
「
触
れ
る
展
示
」
で
紹
介
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
７
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

　
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０
　

　
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
　
公

開
普
及
デ
ー「
掘
る
知
る
ぐ
ん
ま
」

期
日
　

10
月
14
日
㈯

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
（
渋

川
市
北
橘
町
）

内
容
　
２
年
に
１
度
の
施
設
・
業
務
紹
介

で
す
。
古
代
体
験
広
場
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

見
学
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
一
部
、
費
用
が
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す

申

問FAX

問FAX

○
費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

○
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

【
人
形
制
作
実
演
会
】

・
期
日
　

10
月
29
日
㈰

・
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
内
容
　
作
家
が
人
形
制
作
の
工
程
を
実

演
し
ま
す

・
講
師
　
竹
本
京

・
費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

【
ち
り
め
ん
細
工
講
習
会「
玄
関
マ
ス
コ
ッ
ト
」】

・
日
程
　

11
月
12
日
㈰
、
27
日
㈪

・
時
間
　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

・
内
容
　
絹
布
を
使
っ
て
、
小
物
入
れ
を

作
り
ま
す

・
講
師
　
竹
本
京

・
対
象
　
中
学
生
以
上
の
人

・
定
員
　
各
30
人
（
先
着
順
）

・
費
用
　
６
０
０
円
（
材
料
費
）

※
別
途
、
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

・
申
し
込
み
方
法
　
電
話

観
覧
料
　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

※
県
民
の
日
（
10
月
28
日
）
は
無
料
で
す

そ
の
他
　
他
に
も
関
連
行
事
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
・
　
　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０

０
　
　
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
１

県
民
の
日
記
念
・
文
書
館
開
館

記
念
日
行
事
「
絵
図
で
み
る

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
と
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
」

日
程
　

10
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

会
場
　
県
立
文
書
館
（
前
橋
市
文
京
町
）

内
容
　
上
野
国
絵
図
と
武
蔵
国
絵
図
な
ど

の
原
本
史
料
、
元げ

ん

禄ろ
く

上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア

マ
ッ
ト
の
展
示

関
連
行
事

【
職
員
に
よ
る
展
示
解
説
会
】

・
時
間
　
午
前
11
時
～
11
時
40
分
、
午
後

申

問FAX

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます
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平成29年 10月 1日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）


